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Premium Textile Japan 2023Spring & Summer 開催報告     

□ 展示会名：Premium Textile Japan 2023Spring & Summer 

□ 会 期 ： 2022 年 5 月 25 日（水）、26 日（木）  

□ 会 場 ：東京国際フォーラム  ホールＥ１（3,000 ㎡） 

□ 主 催 ：一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構（JFW） 

□ 後 援 ：経済産業省  独立行政法人中小企業基盤整備機構 

     独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）  

一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会、日本繊維輸出組合 日本繊維輸入組合 

□ 来場者： バイヤー及び招待者限定  [事前登録制] 

 

今回も万全の感染症対策を施して開催した Premium Textile Japan(PTJ)2023SS は、2 

日間共に好天に恵まれ、多くの来場者が詰めかけた。来場者数は前年対比 115％と回復傾向が 

顕著となる一方、コロナ禍による繊維業界のダメージは大きく、出展者数はコロナ禍以前の小間数 

には戻っていない。そんな中でも厳選出展者と招待バイヤーによる「商談の場」である PTJ への期待 

は大きく、場内各所で熱い商談が繰り広げられた。今回で 22 回目を迎える PTJ は、『JFW サステ 

ナブル・プロジェクト』と、スタート 1 年を迎える『JFW テキスタイル・オンラインサロン』の認知向上を目 

指して開催した。尚、会期中は“ウクライナ人道支援の募金箱”を設置。集められた募金はウクライナ 

大使館に寄付された。 

 

■ 出展者数：71 件 92.5 小間（前年実績：71 件 / 94 小間）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新規出展者：４社＞ ニッケグループ、Mipox 株式会社、株式会社モエラン スタジオ、レインボーワールド株式会社 

  

◇出展件数／小間数

件数 小間数 うち：新規 うち：復活

国内 68 89.5 4件/5小間 2件/2小間

海外 3 3 0 0

合計 71 92.5 6件/7小間

◇ ゾーン別内訳

件数 小間数

31 38.5

18 27

14 16.5

8 10.5

71 92.5合計

A：織物短繊維(コットン、麻、ウール、複合)

B：織物長繊維(化合繊、シルク、機能素材、複合)

C：染色・後加工、プリント、刺繍・レース、皮革

D：服飾資材、ニットファブリック、撚糸、パイルファブリック
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■ 来場者数：4,745 人（昨年対比 115%） 

 

 

 

 

■ TREND & INDEX コーナー 

従来は４つのシーズンテーマを設け、その内の１つを「サステナブル素材」として構成してきたが、よりサステナブル素材を前

面に打ち出す為、今回はシーズンテーマを３つとしサステナブル・コーナーを独立させた構成とした。また、スタートして 1 年

を迎えた JFW テキスタイル・オンラインサロンも、コーナー内で動画を放映し、認知向上に務めた。 

 

＊トレンド展示点数：552 点 

◇ 声→音 - Voices → Sounds– 136 点（内サステナブル素材 31 点） 

◇ におい→香り – Smell → Scent – 127 点 （内サステナブル素材 41 点） 

◇ 土 ⇋水 – Soil ⇋Water – 132 点（内サステナブル素材 41 点） 

◇ サステナブル・コーナー 144 点 

－ トレンド服飾資材 13 点 （内サステナブル素材 0 点） 

＊ PTJ インデックス： 190 点 

 

 

 

 

 

 

 

◆ サステナブル素材は標準装備に～ 

今回出展している企業に事前アンケートを取ったところ、『サステナビリティについて何らかの取り組みを行っている』と答

えた企業は 71 社中、67 社でした。原料分類からみると、「オーガニック原料」を扱う企業は 47 社で、コットン（45 社）、

リネン（12 社）、ウール（8 社）、シルク（6 社）という内容です。「リサイクル素材」を扱うのは 48 社。ポリエステルが

最も多く 42 社、以下ナイロン（20 社）、コットン（13 社）、ウール（9 社）と続きます。「バイオベース原料」は 45

社が扱い、キュプラ（32 社）、テンセル（28 社）、リヨセル（22 社）、モダール（19 社）でした。 

生産工程については 41 社が取り組んでいました。水削減（27 社）、エネルギー削減（24 社）、CO2 排出削減

（19 社）、染料補助剤削減（16 社）、自然染料使用（14 社）です。その他、何らかの認証取得企業は 34 社

ありました。従来は素材供給側がサステナブルに熱心な一方、アパレル側の関心は今ひとつだったが、来場者のコメントで

も「PTJに訪れる度に、サステナブル素材が増えている事を実感する。サステナブル関連はまだまだ注目されると思う」（商

社）という声や、「情報収集に来たが、サステナブル素材を扱わないといけないと思った」（アパレル）と語る方もいました。 

今やサステナブル対応素材は特殊なものではなく、標準装備に近づいている事が伺えます。 

 

種別 アパレル・小売 問屋・商社・企画会社 PRESS 主催・団体関係者 Ｖｉｓｉｔｏｒ ＴＯＴＡＬ

来場者数 2,110 1,874 90 85 586 4,745
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□ 関連プログラム 

≪ Textile Workshop  ~日本の素材を学ぼう~ ≫   

JFW では業界人となって間もない（職歴５年未満）商品企画従事者を対象に“寺子屋”をイメージした Textile 

Workshop を実施している。PTJ 出展者を講師として招き、毎回対象素材を変えたレクチャーを行う事で、日本製素

材や産地への認識を深めて貰う事を目的とする。今回はサステナブルをテーマとした３回シリーズの最終回として実施しま

した。 

 受講者 : アパレル・服飾雑貨メーカー、小売り、デザイナーメゾン等に勤務し、                         

商品企画、素材仕入れに携わる若手社員 ※学生不可 

□ 日時：2022 年５月 25 日、26 日 10：30－ 

□ 会場：Textile Workshop 特設コーナー 

 

■ 出展社講師 

➢ 5 月 25 日（水）：『廃棄食材を活用したフードテキスタイルについて』 

・ 講師：豊島株式会社八部七課 ／ 谷村 佳宏 氏 ＜Yoshihiro TANIMURA＞ 

【 講演内容 】 

食品を扱うメーカー（ex：カゴメ、猿田彦珈琲）との取組み、廃棄する食材を契約 

した上で廃棄物（コーヒーを入れた後のコーヒー豆等）を譲り受け、それを基にした 

染料でテキスタイルを染め上げている自社企画の「フードテキスタイル」について紹介。 

一般消費者に認知された食品メーカーと契約を締結することで、定期的に安定した 

廃棄物の供給を受け入れ、テキスタイルブランドの確立を行っています。一つの食材か 

ら複数のカラーを得られ、現在保有するカラーは 50 食品 500 色を超えました。 

 

➢ 5 月 26 日（木）：『合成繊維におけるサステナブルと自社の取組みについて』 

・ 講師：東レ株式会社新流通開拓室 ／ 横川 美都氏＜Mito YOKOKAWA＞ 

【 講演内容 】 

当社の再生型リサイクル・テキスタイルは工場内で発生した屑回収によるものと、回収 

ペットボトルによるものがあります。また、部分植物由来テキスタイルもあります。このうち 

「アンドプラス」は回収ペットボトルを原料に、選別・粉砕・洗浄してペレットにし、溶融・ 

紡糸して糸・綿、繊維製品にしたブランドです。当社は特定の事業者や自治体が回収したペットボトルを使用する事で、

原料のトレーサビリティも明確です。 
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【会場の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


